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平
成
21
年
５
月
11
日
に
総
務
文
教
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
所
管
事
務
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

一　

水
原
中
学
校
の
全
面
改
築
と
学
校
の
あ
り
方
、
ま
ち
づ
く
り
と
の
関
わ
り

　
　

に
つ
い
て

　

平
成
21
年
度
の
事
業
と
し
て
水
原
中
学

校
改
築
構
想
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
基

本
構
想
に
関
す
る
提
言
を
依
頼
。
提
言
を

基
に
教
育
委
員
会
で
基
本
構
想
案
を
作
成
、

基
本
設
計
業
務
を
委
託
す
る
こ
と
を
進
め

て
い
く
予
定
で
、
検
討
委
員
会
開
催
後
、

先
進
地
視
察
を
行
い
、
提
言
原
案
を
作
成
。

そ
の
後
作
成
過
程
に
お
い
て
、
広
く
市
民

か
ら
も
参
画
し
て
も
ら
う
た
め
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
、
10
月
中
に
基
本
構

想
を
纏
め
上
げ
て
市
長
へ
提
出
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

期
限
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
庁
舎
内
の
関
係
課
で
早
急
に
素
案
を
作
る
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

二　

市
立
小
中
学
校
の
現
地
視
察
に
つ
い
て

　

今
回
は
、
水
原
中
学
校
の
校
舎
内
や
生
徒
の
授
業
風
景
を
視
察
し
、
給
食
の

試
食
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

平
成
９
年
の
学
校
給
食
開
始
以
来
、
調
理
業
務
を
委
託
し
、
主
食
で
あ
る
米

は
、
市
や
Ｊ
Ａ
の
ご
理
解
、
ご
協
力
に
よ
り
１
０
０
％
市
内
の
米
を
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。
今
後
も
市
並
び
に
Ｊ
Ａ
よ
り
更
に
ご
協
力
い
た
だ
き
子
ど
も
達
に

お
い
し
い
米
を
提
供
で
き
る
よ
う
、最
善
の
努
力
を
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

三　

水
原
郷
病
院
に
関
し
て
の
他
の
事
業
に
与
え
る
財
政
面
の
影
響
に
つ
い
て

　

昨
年
12
月
の
全
員
協
議
会
で
示
さ
れ
た
資
料
を
参
考
と
し
た
場
合
、
病
院
関

係
で
は
平
成
21
年
度
に
基
本
計
画
の
策
定
と
建
設
基
金
の
積
立
て
を
開
始
し
、

23
年
度
に
用
地
取
得
等
、
25
年
度
に
用
地
造
成
等
、
26
年
度
か
ら
27
年
度
に
本

工
事
、
28
年
度
に
既
存
施
設
取
り
壊
し
を
予
定
し
て
お
り
、
概
ね
１
０
０
億
円
。

そ
の
他
に
葬
斎
場
で
約
16
億
円
。
水
原
中
学
校
の
改
築
で
約
25
億
円

（
金
額
は
あ
く
ま
で
も
概
算
）
を
み
て
い
る
中
で
今
後
10
年
間
の
財

政
状
況
（
現
在
の
サ
ー
ビ
ス
量
を
維
持
し
た
場
合
の
状
況
）
を
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
歳
入
は
１
９
４
億
４
０
０
万
円
、
20
年
度
比
で
約

２
億
４
，７
０
０
万
円
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
20
年
度

の
繰
越
明
許
部
分
の
事
業
が
持
ち
込
ま
れ
た
こ
と
、
経
済
対
策
特
別

交
付
金
が
入
る
た
め
で
、
22
年
度
か
ら
は
徐
々
に
歳
入
は
減
り
始

め
、
平
成
26
年
度
に
は
合
併
特
例
債
の
終
了
や
交
付
税
の
一
本
化

で
、
約
12
億
円
の
赤
字
に
な
る
試
算
結
果
と
な
り
、
ま
た
財
政
調
整

基
金
の
残
高
も
24
年
度
に
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
な
る
試
算
で
す
。
こ
の
ま

ま
で
は
再
建
団
体
に
陥
る
の
は
時
間
の
問
題
で
あ
る
た
め
、
今
後
も

財
政
健
全
化
に
努
め
る
よ
う
要
請
す
る
も
の
で
す
。

○ 

閉
会
中
の
継
続
調
査
事
項
（
９
月
定
例
議
会
ま
で
）

⑴
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
及
び
地
域
活
性
化
・

　

公
共
投
資
臨
時
交
付
金
の
対
象
事
業
と
選
定
に
つ
い
て

⑵
小
学
校
の
整
備
計
画
（
第
２
次
）
に
つ
い
て

⑶
視
察
研
修
に
つ
い
て

総務文教常任委員会

　

平
成
21
年
４
月
17
日
及
び
５
月
20
日
に
社
会
厚
生
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、

所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

一　

ゴ
ミ
不
法
投
棄
の
現
況
確
認
に
つ
い
て

　
　

・
平
成
21
年
４
月
17
日

　

市
内
平
坦
地
及
び
市
街
地
隣
接
地
区
を
主
に
巡
回
確
認
を
実
施
し
、
今
回
の

巡
視
箇
所
で
の
共
通
点
と
し
て
、
幹
線
道
路
等
で
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
周
辺
で
の

空
き
缶
類
や
、
レ
ジ
袋
等
に
入
っ
た
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が
目
立
ち
、
安
野
川
堤

防
で
は
、
生
活
関
連
ゴ
ミ
の
他
、
古
畳
や
ホ
イ
ー
ル
付
き
タ
イ
ヤ
等
の
粗
大
ゴ

ミ
の
不
法
投
棄
の
現
状
を
確
認
。
こ
う
し
た
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
処
理
経
費
と
し

て
平
成
20
年
度
ま
で
の
５
年
間
で
約
３
４
０
万
円
の
市
費
が
投
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

当
市
で
は
「
阿
賀
野
市
ご
み
の
散
乱
防
止
等
に
関
す
る
条
例
」
が
制
定
さ
れ

て
お
り
、
環
境
美
化
の
促
進
と
よ
り
快
適
な
生
活
環
境
確
保
の
た
め
、
条
例
の

周
知
と
啓
発
活
動
を
よ
り
積
極
的
に
講
ず
る
と
共
に
、
悪
質
と
思
わ
れ
る
事
案

に
は
、
関
係
機
関
と
連
携
の
も
と
毅
然
と
し
た
対
応
も
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

二　

新
白
鳥
荘
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

　
　

・
平
成
21
年
５
月
20
日

　

５
月
20
日
現
在
で
の
入
所
者
は
、
１
１
９
名
（
女
性
94
名
、
男
性
25
名
）
と

な
っ
て
お
り
、
要
介
護
度
別
入
所
者
数
は
次
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
度

1

2

3

4

5

計

人
数
（
人
）

0

9

23

38

49

119

　

又
増
設
分
新
規
20
名
の
受
入
状
況
は
、
女
性
15
名
、
男
性
５
名
、
入
所
前
居

場
所
別
で
は
、
自
宅
４
名
、
療
養
型
病
床
６
名
、
老
人
保
健
施
設
７
名
、
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
３
名
と
い
う
状
況
で
し
た
。

　

新
白
鳥
荘
は
、
旧
施
設
の
多
床
室
型
か
ら
個
室
型
へ
変
わ
っ
た
事
に
よ
る
居

住
費
負
担
増
へ
の
理
解
に
苦
労
し
た
が
、
現
状
で
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確
保
や
居

住
環
境
が
格
段
に
向
上
し
た
事
に
よ
り
、
入
所
者
や
家
族
の
方
の
評
判
は
す
こ

ぶ
る
良
好
と
の
事
で
し
た
。

○ 

閉
会
中
の
継
続
調
査
事
項
（
９
月
定
例
議
会
ま
で
）

⑴
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
市
の
福
祉
施
策
に
つ
い
て

⑵
水
原
郷
病
院
民
営
化
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

社会厚生常任委員会

　

平
成
21
年
５
月
14
日
に
産
業
建
設
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
所
管
事
務
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

一　

平
成
21
年
度
工
事
施
工
計
画
に
つ
い
て

　

国
・
県
事
業
を
含
む
本
年
度
の
建
設
事
業
等
の
施
工
計
画
に
つ
い
て
の
調
査

を
行
い
、
市
道
安
野
川
右
岸
線
道
路
改
良
工
事
、
国
道
49
号
阿
賀
野
バ
イ
パ
ス

工
事
、
県
営
安
野
川
河
川
改
修
工
事
の
現
地
調
査
も
併
せ
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

建
設
課
、
上
下
水
道
局
等
の
所
管
工
事
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
市
の
財
政
事

情
及
び
起
債
枠
制
限
等
に
よ
り
そ
の
事
業
費
は
年
々
減
少
し
、
本
年
度
も
厳
し

い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
市
民
の
要
望
に
応
え
る
た
め
効
率
的
な
施
工
が
望
ま

れ
る
と
と
も
に
、
状
況
に
よ
っ
て
は
年
度
途
中
に
お
い
て
も
事
業
の
補
正
等
の

検
討
も
必
要
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

安
野
川
右
岸
線
道
路
整
備
計
画
は
、
国
道
４
６
０
号
と
新
白
鳥
荘
脇
の
若
葉

町
安
野
川
線
を
、
安
野
川
に
沿
っ
て
市
道
七
島
月
崎
線
及
び
Ｊ
Ｒ
羽
越
本
線
を

横
断
ボ
ッ
ク
ス
交
差
し
て
結
ぶ
路
線
で
、
平
成
25
年
度
ま
で
の
整
備
期
間
を
目

標
に
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
道
路
の
完
成
に
よ
り
、下
条
踏
切
の
朝

夕
の
通
勤
時
間
帯
の
渋
滞
解
消
が
期
待
で
き
、
市
街
地
と
国
道
49
号
阿
賀
野
バ

イ
パ
ス
を
結
ぶ
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
、事
業
の
促
進
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

国
道
49
号
阿
賀
野
バ
イ
パ
ス
は
、
県
道
水
原
亀
田
線
か
ら
国
道
４
６
０
号
ま

で
の
第
17
工
区
で
盛
土
等
の
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
遺
跡
発
掘
調
査

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
県
営
湛
水
防
除
事
業
安
野
川
地
区
に
つ
い
て
は
、
現
在

小
里
川
合
流
点
ま
で
の
５
，１
７
０
メ
ー
ト
ル
に
つ
い
て
、
１
期
か
ら
４
期
地

区
と
し
て
採
択
さ
れ
事
業
を
実
施
中
で
、
進
捗
率
は
事
業
費
で
全
体
３
９
８
億

円
の
お
よ
そ
50
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。小
里
川
合
流
点
か
ら
上
流
は
、

安
野
川
５
期
地
区
と
し
て
、
安
野
川
は
１
，１
０
０
メ
ー
ト
ル
、
小
里
川
が
１
，

８
８
０
メ
ー
ト
ル
の
採
択
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
道
49
号
阿
賀
野
バ
イ
パ
ス
、
安
野
川
改
修
事
業
の
直
轄
、
県
営
事
業
に
つ

い
て
も
本
市
に
と
っ
て
重
要
事
業
で
、
市
民
も
そ
の
完
成
を
待
望
し
て
い
る
も

の
で
、
更
な
る
整
備
促
進
を
一
層
進
め
る
と
と
も
に
、
市
事
業
と
の
効
率
的
な

連
携
を
要
請
す
る
も
の
で
す
。

○ 

閉
会
中
の
継
続
調
査
事
項
（
９
月
定
例
議
会
ま
で
）

⑴
商
工
業
振
興
施
策
の
取
組
み
状
況
に
つ
い
て

⑵
先
進
地
視
察
研
修
の
実
施
に
つ
い
て

産業建設常任委員会

安野川堤防

新白鳥荘

常任委員会・閉会中の事務調査

阿賀野バイパス

水原中学校


